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研究成果の概要（和文）： 
 これまでタスク前計画時間がスピーキング運用力に与える影響について様々な研究が行わ

れてきたが、その多くが英語圏に滞在する上級レベルの学習についての研究であった。本研究

では非英語圏（日本）に滞在する初級スピーキングレベルの学習者を対象として研究を行った。

その結果、上級レベル学習者を対象とした先行研究のような計画時間の強い効果は見られなか

ったが、計画時間の有無により、多くの学習者にスピーキングスタイルの変化が観察された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The task-based literature shows that learners tend to improve their oral test performance in terms of 

fluency and complexity when given time for planning, but as this work has usually involved advanced 

learners, it is not clear whether beginning EFL learners with limited experience of L2 interaction will 

experience similar benefits. This study investigates pre-task planning effects on beginning EFL learners’ 

paired oral test performance. The findings suggest that pre-task planning time for such paired tasks does 

not seem to have a strong effect on performance or on cognitive processing. However, the results also 

indicated a trend of changing speaking modes between planned and unplanned conditions.  
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１．研究開始当初の背景 

近年、日本の英語学習環境において、コミ

ュニケーション重視の英語授業の必要性が

主張されているが、実際の現場では、なかな

かそれに対する手立てが取られていない。世

界的な英語教育の趨勢として、これまでの第

二言語習得論の研究成果から、コミュニケー

ション活動を中心に据えながら、文法・語彙

等、言語の形式面にも注意を向け、バランス
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のとれた第 2言語の発達を目指す「タスクを

中心とした言語活動」の有用性が確立してい

る。（例 Ellis, 2003, van den Branden, 2006, 

Samuda & Bygate, 2008, Willis & Willis, 

2007） 

これまでタスクに関して様々な研究が行

われてきたが、中でも最も盛んな研究分野と

して「タスク前計画時間の効果」がある。こ

れまで多くの研究が目標言語使用国内（例え

ば英米に滞在する英語学習者）で行われてき

ており、日本のような外国語環境で行われて

きた研究は、質・量ともに十分でない。した

がって、本研究では「日本で英語を学習する

日本人」を研究対象とした実験研究を行って

いく。また、計画時間が与える効果について、

それがあらゆる習熟レベルに共通のものか、

あるいは異なる効果が見られるのか、十分に

は検証されていない。例えば、Wigglesworth 

(1997)は、よりレベルの高い学習者の方が、

効果的に計画時間を使うことで、より高度な

第二言語運用を行うことができると主張し

ている。その一方 Kawauchi (2005)は、上級

の学習者は、計画時間がなくてもすでに十分

な第 2言語運用能力があるため、中級レベル

の学習者の方が計画時間の与える効果が大

きくなる可能性を指摘している。本研究者も

Nitta (2007)において、計画時間の有無と学

習者レベルの関係について研究を行い、

Wigglesworth と類似した結果を得ているが、

結論づけるにはまだ多くの検証が必要であ

る。したがって、本研究では、非英語圏（日

本）に滞在する英語スピーキング初級者を対

象として計画時間の第二言語運用力への効

果について検証を行う。 

 
２．研究の目的 

(1) 英語スピーキング初級レベルの学習者

に対して、タスク前計画時間の有無が与

える英語スピーキング運用力の量的変

化 

(2) タスク前計画時間の有無が与える英語

スピーキング運用力に対するテストス

コア 

(3) タスク前計画時間の有無が与える計画

時間中及びタスク中の認知プロセス 

 

３．研究の方法 
(1) 第二言語運用分析：採取した発話データ

をコード化し統計処理（T検定）を行う。

先行研究で広く使用されている「流暢

さ」、「複雑さ」、「正確さ」を表す指標を

用いた。 

(2) テスト形式による評価スコアの分析：ス

ピーキングテスト評価の経験豊富な２

名の英国人研究者にビデオ録画したス

ピーキング運用を「流暢さ」「複雑さ」

「正確さ」の３項目で判定してもらい、

結果について FACET 分析を行った。 

タスク後アンケートの分析：「認知プロセス

に関するアンケート」(Weir et al. 2006)を

用い、計画時間中及びタスク中の認知プロセ

スについて調査し、結果の分析（Wilcoxon 

Signed Rank Test）を行った。 
 
４．研究成果 

(1) 第二言語運用分析：「流暢さ」と「正確

さ」について有意差は見られなかった。

一方、「複雑さ」について、計画時間有

りの際に「１ターンにおける語数」にお

いて統計的有意が見られた。 

(2) 評価スコアの FACET 分析：「流暢さ」と

「複雑さ」において、計画時間有りの際

に統計的有意が見られた。（表１参照） 

(3) タスク後アンケートの分析：計画時間無

しの際、タスク開始前、学習者は自分の

考えが簡単に伝えられると感じる傾向

があった（統計的有意差有り）。しかし、

計画時間中及び、タスク中には有意差が



見られなかった。 

 

 

表１：FACET Map 

  

本研究結果から、計画時間の有無がスピーキ

ングタスクの運用に与える影響は、初級レベ

ル学習者において必ずしも有効ではないこ

とが観察された。しかし異なる学習者を対象

とした研究では、その結果が「計画時間の有

無」によるものか、あるいは「学習者個人の

性質」によるものか明確ではない。今後は同

じ学習者が異なる習熟レベルにある時点に

調査を行い（例えば、留学前後）、さらに細

かい分析を行っていく必要がある。 
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